
「存在感のある会社」として 
事業ポートフォリオの変革に挑み、企業価値の向上を目指す
　住友大阪セメントグループは創業以来百有余年、一貫してセメントの供給を通じて、社会インフラ整備という公的な事業の

一端を担ってきました。現在ではセメント事業から派生した鉱産品事業、建材事業、独自のオプトエレクトロニクスやナノテクノ

ロジーを活かした光電子事業、新材料事業といった多様な事業展開を行っています。 

中長期ビジョン「SOC Vision2035」を発表
　2035年の当社グループのありたい姿として中長期ビジョンである
「SOC Vision2035」を定めました。「環境解決」をそれぞれの事業の
キーワードとして、差別化や独自スタイルによる持続的な成長を通じて、
社会から必要とされる「存在感のある会社」となることを目指します。

中長期の価値創造実現に向けて  P.12

2023

環境解決企業へのあゆみ
I n t r o d u c t i o n

2050年“カーボンニュートラル” 
ビジョン「SOCN2050」を発表
　当社グループでは、2050年までのカーボンニュートラルの実現に
挑戦しており、国内トップクラスの化石エネルギー代替率とリサイク
ル品使用原単位を実現しています。2030年までの化石エネルギー
起源CO2排出量の削減に加え、2050年に向けては主原料の石灰
石によるプロセス由来CO2排出量も含めた削減に取り組んでいます。

2050年“カーボンニュートラル”ビジョン「SOCN2050」の進捗  P.38

2020
1997

2002

2009

2021

2023

2012

2010

住友セメント㈱と 
大阪セメント㈱が合併 

商号を住友大阪セメント㈱に変更

バイオマス発電設備の稼働 
（栃木工場）

新規技術研究所 
「ナノ・テラ技術センター」竣工

SiC（炭化ケイ素）製品量産工場を 
新設

ごみ焼却灰・ばいじんの 
セメントリサイクル事業開始 
（赤穂工場）

東日本大震災・広域災害廃棄物の 
受け入れ処理を開始

豪州セメントターミナルを稼働

人工石灰石製造の実証設備を稼働 
（NEDOグリーンイノベーション基金事業）

静電チャック（ESC） 
新製造棟の建設を着工
※ 2025年竣工予定

新材料事業の成長に 
向けた取り組み  P.15

1907
磐城セメント㈱設立

1917
大阪窯業㈱セメント部が発足

1963
大阪セメント㈱に社名変更

1961
高知工場を新設

1926
大阪窯業セメント㈱を設立

1966
赤穂工場を新設

1963
住友セメント㈱に社名変更 

住友グループに加入

1960
川崎セメント㈱を合併 

（現 岐阜工場）

1940
富国セメント㈱を合併 

（現 栃木工場）

1925
日の出セメント㈱を合併 
（現 八戸セメント㈱）

1992
光電子事業部が発足

1991
新材料事業部が発足

 セメント事業
 高機能品事業

1994

新規事業の創出に向けた取り組み  P.15

右： カーボンリサイクルセメント（CRC）を使用 
したU字溝

左：人工石灰石粉末

ESC新製造棟 
完成イメージ

3
INTEGRATED REPORT 2024

2
Sumitomo Osaka Cement Co., Ltd.



ネットワーク（2024年3月31日現在）

国内ネットワーク

1  札幌支店
2  八戸セメント㈱
3  東北支店
4  唐沢鉱業所
5  栃木工場

 本社

6  東京支店
7   船橋事務所 
新規技術研究所 
セメント･コンクリート研究所

8  名古屋支店
9  岐阜工場

10  和歌山高炉セメント㈱
11  高知工場
12  北陸支店
13  大阪支店
14  赤穂工場
15  四国支店

16  広島支店
17  山口事業所
18  小倉事業所
19  福岡支店

海外ネットワーク

セメント製造拠点（2023年度実績）

拠点名 生産数量

栃木工場 72.2 万t
岐阜工場 105.1 万t
赤穂工場 248.4 万t
高知工場 308.1 万t
八戸セメント㈱ 120.2 万t
※ 混合工場を除く

 本社
 支店
 セメント製造拠点
 石灰石事業所
 研究所

SOC AMERICA INC.
（米国ニュージャージー州）

東莞住創光電子技術有限公司
（中国広東省）

上海事務所（中国上海市）

住龍納米技術材料（深圳）有限公司
（中国広東省）

SOC OCEANIA PTY. LTD.
（豪州ニューサウスウェールズ州）
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事業概要 売上高 営業損益

セメント事業

各種セメント、固化材を製造・販売しています。高
度な技術力と徹底した品質管理で社会のインフ
ラ整備に貢献しています。製造過程でリサイクル
品の受け入れを拡大するなど、循環型社会への
貢献に積極的に取り組んでいます。

1,601億円 17.5億円

鉱産品事業
国内有数の規模を誇る良質で豊富な石灰石資
源を活かし、工業用原料として、鉄鋼、化学、骨
材、セメント原料など幅広い分野に石灰石を供給
しています。

146億円 31.4億円

建材事業

コンクリート構造物向け補修・補強材料を製造・
販売しています。セメントで培った経験と技術力を
結集し、材料の製造から現場施工までを一貫して
請け負う「材工一体」のサービスを提供してい 
ます。

217億円 15.1億円

光電子事業
最先端の光通信技術を活かし、大容量の光通信
システムにおける最重要部品の一つである、電気
信号を光信号に変換する役割を担うLN変調器な
どを開発・製造・販売しています。

20億円 6.7億円

新材料事業

独自のナノ粒子製造技術を駆使し、化粧品 
材料、塗料、抗菌剤などの機能性材料を開発・
製造・販売しています。また、特殊な機能性粒子
を使ったセラミックスは、半導体製造装置などに 
採用されています。

187億円 28.9億円

その他事業 所有する遊休地を活用した不動産賃貸や情報
処理サービス、電設工事などを行っています。 54億円 20.2億円

I n t r o d u c t i o n

At a Glance

事業概要

従業員数 単体1,254名

 連結2,886名

グループ会社（連結子会社） 46社

国内主要拠点数 19拠点

海外拠点数 5拠点

売上高構成比

 セメント事業

72.0%

 鉱産品事業

6.5%

 建材事業

9.8%

 光電子事業

0.9%

 新材料事業

8.4%

 その他事業

2.4%

2023年度 
売上合計

2,225億円

Sumitomo Osaka Cement Co., Ltd.
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